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Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Standard

FUJITSU Desktop ESPRIMO、  FUJITSU Notebook LIFEBOOK

Windows® 10 Pro（64bit）

HOPEクラウドセンターは、最高評価の「AAAis※」を取得した国内最高水準データセンターに構築しています。
また、接続には富士通が提供する高信頼・安全のネットワークを利用。万全のセキュリティ対策のもとで安心してご利用いただけます。
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医療機関



これらのコンセプトに基づいて、病院・診療所、さらに地域で活躍する一人ひとりとともに、

これからの医療をかたち創っていきます。

HOPE SX-S
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富士通の医療事務システム「FUJITSU ヘルスケアソリューション HOPE SX-S」は、

レセプト業務の効率化と使いやすさを追求し、使う人のより快適なワークスタイルをサポートします。

また、富士通がご提供する電子カルテシステム、介護事業者向け支援システムと連携することで、

最適な医療とケアの実現を支えます。

クラウドサービスと融合する次世代医療事務システムとして、刻々と変化する医療経営を支えます。

富士通の「HOPE SX-S」は、
「より快適なワークスタイル」を実現します。
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HOPE SX-S

「HOPE SX-S」が掲げる4つのコンセプト

さらなる使いやすさの追求

より安心にお使いいただく環境のご提供 

新たな価値を創出するクラウドサービスのご提供
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Speed

過去レセプト表示で簡単確認

ワープロ入力による薬剤検索

会計画面で、病名・保険一覧・入院歴を表示できるため、必要な情報をすぐに確認できます。また、薬剤の入力は、定期処方の常時表示、過去剤からの
ドラッグ＆ドロップ入力、ワープロ入力による候補表示に対応。限られた時間でも、手早く正確に会計を行うことができます。
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HOPE SX-S

窓口会計時に紙レセプトのイメージで内容を表示。過去に請求済のレセプトをスクロールして確認できるため、複数月のレセプトのスムーズな縦覧チェック
を実現します。

より見やすく、より使いやすく 使いやすさの
追求

紹介状や退院証明書など、様々な文書を印刷イメージを確認しながら、WordやExcel文書が作成できます。

入力・操作をしっかりアシスト 豊富な
アシストツール※オプション

レセプトチェック機能を大幅に強化

レセプトチェック専用システムを標準エンジンとして新たに採用。会計や病名の更新時にレセプトチェックを自動で行い、チェック結果を一覧表示します。
修正が必要な患者情報は、チェック結果一覧から直接呼び出せるため、スムーズに内容を修正できます。

専用システム
採用

縦覧審査
対策

より快適に Simple より簡単に
事務スタッフの快適なワークライフバランスを支援

レセプトデータの作成やレセプトチェックが、日々の窓口会計時に自動で行われるため、月末月初に集中しやすい業務の平準化を図ることができます。
限られた勤務時間での、効率的なレセプト作成業務をサポートします。

業務平準化

受付・会計 レセプトデータの自動作成

会計データの入力 レセプトチェック

審査支払機関

レセプト請求月初 月中 月末 翌月初

保険・病名・入院歴

文書ごとの出力項目関連データを表示 選択項目をリアルタイムにプレビュー表示

【レセプト内容表示画面】 【文書作成画面】

【レセプト内容表示画面】



全国を手厚く、迅速にサポート

HOPE SX-S
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Shape 新たなかたちへSupport より安心に

全国に拠点をもつ認定販売代理店と富士通が強力に連携することで、販売から導入保守まで、
豊富なノウハウに基づいたサポートをご提供します。導入/保守

シームレスにシステム連携・カルテ拡張

病院向けの電子カルテをはじめとする各種基幹システム、部門システム、自動化機器など、様々なシステム・機器との連携に
幅広く対応します。また、診療所の場合には、電子カルテに簡単かつスムーズにステップアップ可能です。

病院 /
介護施設

ステップアップ チームコミュニケーション情報連携の
中核

タイムライン形式のリアルタイムな情報共有により、地域医療における円滑な多職種間コミュニケーションをサポートします。

地域

スピーディーな対応を実現する充実したネットワークサービス

販売代理店
サポートセンター

62営業拠点
富士通

120事業所
47都道府県

販売代理店

地域密着型の万全のサポート体制

リモートメンテナンスBCPオンライン情報配信

医療介護
連携

[病院向け電子カルテシステム] [介護事業者支援システム]

HOPE LifeMark-HX
HOPE EGMAIN-LX

HOPE LifeMark-WINCARE

医療事務システム
HOPE SX-S

スマートデバイスやPCによる快適な予約、待ち時間の短縮による患者サービス向上など、再診率アップをサポートします。
また、電話応対の削減により、院内スタッフの負荷軽減にも貢献します。

診察をスマートにするWeb予約 患者サービス
向上

個人

システム連携

ステップアップ

診療所向け電子カルテシステム
HOPE  LifeMark-SX

医療事務システム
HOPE SX-S

処方入力 看護職
薬剤師医療職

介護職 リハビリ職

【医療機関  予約管理画面】【患者  予約一覧画面】
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